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要旨

中国における廟会に関する研究は多数あるが，中国の東北地方，華北地方，及び南部地方の廟

会についての分析は多いものの，険西省における関中地方の廟会に関する研究は非常に少ない｡

従って，本稿において現在，映西省における民間芸術文化の一部である農村の廟会の実態を明ら

かにしたい。さらに，映西省の農村部において，重大な年中行事及び，人々の人生の節目である

通過儀礼に最も関連をしている物は新粉細工である。本稿は渭南市農村部の廟会の実態を分析し

たのち，その各要素による変化が廟会にどのように影響したかを指摘し，とりわけ新粉細工の役

割及び，廟会の中の新粉細工の位置づけから考察の結果を提示する。
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Abstract

AlthoughtherearemanystudiesaboutTempleFairinChina,butalotofanalysisareabouttheTbmple

FairinDongbeiarea,HuabeiareaandsouthemareaofChina.ThesmdyaboutT℃mpleFairinruralareas

ofShaanxiProvinceisnotasmuchasitaboutotherplaces.Therefbre,inthispaper,Iwanttoclarifythe

actualsimationofruralT℃mpleFairwhichisapartofpeopleIsprivateartandcultureinShaanxiProvince.

Inaddition,inruralareasofShaanxiProvince,WheatCakeisthethingwhichisthemostrelevanttothe

riteofpassageofpeopleateventsandseriousyear.Thispaperaiferanalyzingtheactualsituationofthe

T℃mpleFairofWeiNanruralareas,pointedoutwhetherthechangescausedbyeachofitselementshave

affectedtotheT℃mpleFair.Especiallythispaperpointedouttheresultsofthediscussionabouttheroleof

theWheatCakeandthepositionofWheatCakeinTbmpleFair.
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1．廟会の定義と歴史的経緯

廟会とは，毎年，廟の縁日，或いは定められた

日に行う定期市である。中国では，廟会は民間生

活の重要な行事であり，廟会文化は中国の伝統的

な民間文化の一部である。中国では廟会に関する
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研究は少なくない。

聞き取り調査の結果を基に，文献資料を参考と

した上で，筆者は廟会についての研究は大まかに

四つの段階に分かれると考えた。

第1段階は1920年から1930年の問,廟会の概念，

廟会の歴史的機能廟会と民間信仰の関係を基と

した研究である。

第2段階は1930年から1980年にわたり，中国は

戦争と文化大革命の時期にあたり，廟会は封建迷

信の活動とみられ，廟会に関する研究も一旦中止

せざるを得ない停滞の時期を迎えた。

第3段階とは,1980年から1990年の間である。

この時期，中国は改革開放の方針により，寺，廟

等の建物は再建されたり，廟会も復活する傾向が

見られる。この状況とともに，廟会をめく、る研究

も復活するようになった。

第4段階は1990年後期から現在に至る間であ

る。政府の援助により，民俗文化を中心とした事

業が展開され，民俗文化，伝統的な中国文化は新

たに重視されるようになってきた。

それについては，廟会の概念，定義及び，歴史

的発展に関する研究としては顧頷剛l,張天虹2,

劉鉄梁3，王作良4等の論文がある。

廟会文化に関する研究は高占祥5，趙世職6に廟

会文化の概念が提示されている。他に，華北地方

の廟会，南部地方の廟会を中心とし，廟会及び廟

会文化を経済，組織，地方社会などの視点から分

析した研究がある。その他。特色のある，地域性

を持つ代表的な廟会を中心に分析し，廟会の類型

及び民俗宗教の活動との関係を整える研究もある。

1－1廟会の形成

「廟」の概念の確立は「廟会」の形成の過程と

深く関わっている。廟は｢黄帝7時期」に現れたが，

人間の神霊に対する崇拝の意識は古代に遡ること

ができると認識される説がある。最初，佛教の寺

院と道教の寺院は元々宗教活動の場所であった。

しかし，法要，祭祀など宗教活動は娯楽活動，文

化活動，経済活動と結合し，宗教活動が行われる

場所は祭祀と関連する活動も行われるようになっ

た。このような宗教活動が進行する場所で行われ

る他の活動もまた「廟市｣，或いは「廟会」と総

称され，さらに，廟市か廟会で様々な主題を巡り

活動が行われる現象は「廟会文化」と呼ばれるま

でに発展してきた。

廟会の形成には長期的な期間を要した。後漢時

代8，道教が盛んに行われたと同時に仏教が伝播

され始めた。そのため，祭祀は頻繁に行われ，祭

祀活動は盛んになっていった。祭祀活動の普及に

伴い，宗教的活動は世俗化し，各種類の取引の進

行及び，民間の交流により，祭祀をめぐる活動に

は娯楽の要素が強まってきた。春秋戦国時代9に，

廟を中心の場所として，行われた経済活動は一定

的な規模を持っていた。唐の時代になると，伝統

的な廟会が少しずつ形を整え，宋の時代に一層発

展した。明清時代から，廟会の形成は成熟した。

さらに，廟会の中心は，最初の神霊を畏敬一崇拝

一感謝一祀るための儀式から，神霊を祭祀，取引

を行う，及び人と人の間の感情を交流するための

社会活動になってきた。このような「祭祀｣，「取

引｣，「感情の交流」という三つの要素を主にした

廟会は伝統的な廟会であると考える。現地調査に

より，現在でも中国の農村部に伝統的な廟会は普

遍的に存在している。

ただし，そのうちの一つの要素を中心として，

廟会を展開する場合もあると考えられる。例え

ば，河北省の「安国薬王廟会」は典型的な地域

(省）を越え，製薬原料の貿易を中心活動とする

廟会である。

廟会の概念に対する解釈は様々ある。調べるこ

とができる最初の廟会の定義は,1936年の『辞海』

の「一定の日に，神社仏閣の場を取引の場所と借

り，商売人が集まることを廟会という」'0であっ

た。1962年の『辞海』では,その解釈を新たに「廟

会はまた廟市とも呼び，中国の市の形式の一つ，

唐時代にすでに存在し，寺や廟の行事の日に行わ

れると定められる。一般には寺や廟の中，或いは

近くで行われるため，廟会と呼ぶ｡｣'!と定義して

いる。1990年以降，中国では廟会に関する研究調

査は増加しつつあり，学者たちは廟会を文化的，
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民俗的，経済的相違の角度から解釈した。そのう

ち，趙'2は「廟会はまた香会，廟市とも呼ばれる。

特定の廟か特定の神のために行われる『○会』

(例，大王会，夫人会等）或いは，貿易の内容によ

り，名付けられた『○会』（例，驍馬会，皮襖会，

農器会)，或いは特定な歴史的原因のために『○

会jと呼ばれる（例，天津之皇会）のは廟会であ

る」と説明した。さらに，「一部の地方では，『神

集』という言葉があり，廟市の意味に近い。一部

の地方では廟がないものの，（大道芸が集まる場

所を）廟会という言葉も使われる'3」と幅広く定

義した。高'4は廟会の定義を文化的角度から，「廟

会は廟市とも呼び，特定の時期に寺や廟の中及び

近くに行われる集会活動である。大部分の廟会の

形成と発展は宗教活動の影響と関係ある」と説明

した。他に，高と孟'5は「民間廟会は特別な社会

形態であり，大衆の生活に重要な影響と役割を与

えている。特に，大都市から遠く離れる村では，

廟会は人々の経済取引活動，文化交流活動の中心

となる。人々は廟会の間に行われる各活動及び廟

会の社会的機能を重視している。さらに，廟会の

発展と変化には商品の生産，経営活動は緊密に関

連している。廟会は民俗的文化を合わせ集めた上

に伝統的文化を伝播し，地方経済の発展と繁栄を

促進した。廟会の基本的特徴は神秘性，団体性，

継承と変化的統一性，娯楽性，地域性，季節性等

である」と綜合的に説明した。本稿ではこれらの

先行研究を踏またて上で，筆者は現在の廟会を

｢廟会はまた廟市とも呼び，毎年の特定の時期に

寺や廟を中心としたの一定的な空間に，宗教活動

と経済取引活動及び文化交流活動が並行して行わ

れていて，社会的機能を果たしている集会活動で

ある」と定義したい。したがって，廟会の実態を

考察する際，廟会を立体的に分析しなければなら

ないと考える。

1－2廟会の種類

各地の地方志を参考にして，廟の種類に対する

概括的な分析はできるが，限界もあると筆者は考

える。その原因は2つある。

1つには，地方志に載せられているのは主に，

広い地域にわたって分布し，数の多い廟である。

一方，地域における特色をもつ民間的な廟はあま

り載せられていない。

2つには，地方志の内容により，仏教，道教を

中心とする「寺観｣，祖先祭祀と民間的崇拝を中

心とする「祠廟」とに分けられ，違う項目に分類

するのが一般であったが，現在の渭南市の農村部

では殆ど区別されていなく，「廟｣と呼ばれている。

そのため，現在の「廟会」に対し，前述した概念

と性格が変化している。

廟会を分類する必要がある一方，分類すること

を通して，人は廟会を新たに理解するうえ，廟会

の際に現れる伝統的な供え物といい,舞踊といい，

農村部の伝統的文化を重要視にしてきた都市部の

人にだけではなく，農村部から都市部に流出した

若者たちに対して，郷士文化に新たに興味を持つ

ようになることは今日の中国に対して重要な課題

であると考える。従って，筆者は廟会を異なる角

度から分類した。

調査村の村人と地方の民俗学者史氏の話(2014

年3月27日に合陽県県城'6)により，筆者は廟会

を規模により分類すれば，「小廟会｣，「中廟会｣，

｢大廟会｣，「特大廟会」に分けられると考える。

「小廟会」は大部分の村で行われ，一つの神霊

を祀る。このような廟会に参加する人は主にその

村の村民であり，周囲の村の人は少ない。「中廟

会」とは，神霊が同時に複数祀られる場合の廟会

である。このような廟会は北方で普遍的に見られ

る。「大廟会」は毎年2，3回の廟会活動が行われ，

lか所に廟が1つではなく，複数の廟を持ち，廟

会活動の内容は豊富で，参加する人はその村の人

に限らず，周辺の村の人も多数参加する廟会であ

る。「特大廟会」とは，廟の規模は大きいである

上，廟会の期間は数日間に続き，隣接の省まで影

響を与える廟会である。

地域性による廟の分類は以下のようになる。

南北を問わず，各地に最も普遍に分布されるの

が,「城隠廟｣，「土地廟｣，「関帝廟｣，「東岳廟｣，「真

武廟｣，「文昌廟｣，「龍王廟」である。北方各地に
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見られるのは,「三官廟｣,「八臘廟｣，「薬王廟｣,「三

義廟｣，「馬神廟｣，「火神廟｣，「五道廟｣，「三皇廟｣，

｢牛王廟｣，「劉河間廟｣，「崔府君廟」などがある。

南方各地では，「五顕廟｣，「晏公廟｣，「祠山廟｣，

｢天妃宮」の分布は普遍的である。

その他神話では体系が異なると主神も異なる

ため，民間的な廟を主神により，分類することも

できる。

例えば，天地の神々を祀る廟では，祀られる神

は主に架空のものであるため，地域性による制限

は弱く，南方や北方の人に限らず全国からの人の

共感を集めやすく，信仰する者は多い。それと共

に，このような廟は仏教，道教の神を祀る場合が

多いため,その影響は大きく，信仰する者も多い。

その結果，長く残される可能性は高いといえる。

例えば,「城陛廟｣,「土地廟｣,「三官廟｣,「真武廟｣，

｢玉帝廟｣,「文昌廟｣,「火神廟」などが挙げられる。

自然環境を管轄する神々が祀られる廟の種類は

多い。このような廟の存在の原因は最初，人間が

山，川など自然環境の力に対し畏れる感情の表現

にあると考えられる。現在，このような廟に祀ら

れる神々は自然環境のほか，人間の生命，財産，

進路，病気，災害，婚姻，生育なども管轄するよ

うに変化してきた。例えば，「東岳廟｣，「山神廟｣，

｢河神廟｣，「海神廟」などがある。

人間を神霊とみなし，「入神」を祀る廟も多く

あり，筆者はそれが大体2種類に分けられると考

える。その1種類は，地方神や古代から神とみな

される人を祀る廟である。「関羽廟｣，「門神廟」

等はその種類の廟である。2は，記念堂のような，

人を記念するための廟である。

鬼神,仙人を祀る民間廟は「天仙廟｣,「八仙廟｣，

｢聖母廟｣，「七聖廟｣，「聖姥廟」等がある。

それに，動物神を祀る廟は「龍王廟｣，「馬神

廟｣，「白馬廟｣，「龍虎廟｣，「蛇王廟｣，「鵲王廟」

などがあり，このような廟の起源は複雑である｡

虚構の動物が一地方の平安を守ったため，その地

方の人はその動物を神霊とみなし，供えるように

なったことと，人がある動物への恐怖的な心理が

敬意になったことや，ある動物は人間に貢献を

し，人間はその動物に感謝・尊敬の意を表すため

に廟が建てられたことは多い。

その他，専業職業を管轄する神を祀る民間廟が

ある。例えば,「曽班廟｣(大工を管轄する神の廟)，

｢獄神廟」（監獄内の事務を管轄する神の廟)，「馴

馬廟」（馬匹を管轄する神の廟）等である。

以上の主神による分類の中の神々，主神による

分類と動物神，及び他の神々は相互に重なる部分

がある一方，不完全な分類でもある。その他，目

的により，厄払いをするための廟，子授けのため

の廟功名と富貴を求めるための廟等の分類方法

もある。しかし，実際に多くの地方では，廟は単

一な機能を持つのではなく，総合的な役割を果た

していることが多い。

1－3険西省の廟会

険西省は歴史が長く，民間文化の項目が豊富な

地方であり，中華文明の発祥地と言われている。

しかし，廟会をめぐる研究は少なく，特に映西省

関中地方の廟会についての研究はほとんどなかっ

た。

映西省の民間では現在でも「廟市」を「廟会」

とも呼ぶが，『易経』には「日中為市'7」という

言葉が見え，日中に貿易活動を行い始めるという

意味である。元々は古代の物々交換を指すが，辺

鄙な地に行われる商業活動を指すようになってき

た。さらに，この言い方は黄帝時期にすでにある

と記載されていたが，廟市と廟会の概念は全く混

同できず，「廟市」より「廟会」が指している内

容は広いと考えられる。唐の時代の「坊市制度」

は国家が町の住民を管轄する制度であり，国家の

経済活動を管轄する方式であった｡そのうち,「坊」

は住民が生活している地区で，「市」は取引をす

る地区である。唐の前期の都・長安（現峡西省西

安）では，大規模な商品の取引及び，官民の間の

物資の交流は主に｢市｣で行われていた。したがっ

て，中国では現在でも取引や貿易を行う場所が常

に「市」と呼ばれている。「市」の機能が備わる

ようになり，「廟市」という言い方も現れ，「廟

市」の最初の形態も祭祀活動の中から生まれた。
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それに，行商人や商売人は祭祀活動の間のビジネ

スチャンスを掴み，廟の周囲で露店を出したりし

て，蝋燭，油，食品，日用品，さらに農作物，農

具,家畜等を売るようになってきた。このように，

祭祀活動は大勢の人が集まり，集会という特性を

持っている。そのため，民間では取引や貿易を行

う場所「廟市」という言葉を集会の特性を含む言

葉である「廟会」に替えて使う人は増えてきて，

｢廟市」と「廟会」の言い方は区別されないこと

が普遍的になっていった。

現在，関中地方の民間でも，廟会活動に参加し

に行くことを「上廟市18｣,「延会19」或は「眼会20」

と言う。（以下．すべて「廟会」という言い方に

統一する｡）

調査地の合陽県は関中平原の東北部にあたり，

渭南市に属し，現在は鎮が12,郷が4つを管轄し，

古くから文化の蓄積は厚い。合陽県は『詩経2'l･

関碓（かんしょ）が生まれた地方だという説もあ

る22．合陽県において，儒教，仏教，道教が共存

しているため，廟の数は多く，毎年，廟を中心に

廟会は行われてきた。さらに，廟会の有無規模，

内容は歴史的原因，自然状況，村の経済状況，文

化制度の変化，文化活動の盛衰により異なるが，

現存の廟会に関する記録は少ないのが現状である。

筆者は聞き取り調査と参与観察により，現在，

合陽県に行われ，かつ一定的な規模を持つ廟会を

表lにまとめた。

筆者は2014年2月15日から4月3日の間，その

うちの5地点に実地調査を行った。それぞれは，

l)正月28日の坊鎮福徳村・土地廟会,2)2月

5日の坊鎮坤龍村・華佗廟会，3）同家庄鎮南長

益村・薬王孫思迩廟会，4）2月8日の坊鎮和陽

村廟会，5）3月3日の王村鎮南王村・玄武廟会

である。

本稿は以上の5つの廟会を実例とし，現在，合

陽県廟会が行われるプロセス，廟会の実態及び，

村民の信仰を説明したい。その上，合陽県廟会の

種類を初歩的に概括し,廟会の全体図を描きたい。

とりわけ，陵西省の農村部において，一年の村の

行事，及び村民の通過儀礼と最も関連している新

粉細工は合陽県の廟会の際にも利用されている。

特に，合陽県の廟会では，この新粉細工は不可欠

のものとされている。そこで，本稿は合陽県の廟

会の際に使用された新粉細工の種類，特徴及び用

途を分析し，廟会の中の新粉細工は廟会に対し，

どのような役割をもたらしているのかを検討した

い○

2．合陽県廟会の実例

2-1-1坊鎮福徳村一土地廟会

坊鎮福徳村の村人は最も土地神を尊敬してい

る。当地の村人は土地神を「中央主」と言い，村

人の民間信仰にかかわる全ての神の中で，最も重

要な神である。毎年，年輩者は自発的に廟会組合

(｢廟会組織小組｣)を結成し,廟会が開催される際，

主催場の規律違反の検査や司会等の役を務める。

一般に，廟会組合の構成員や人数は決まりがない

ため，毎年，構成員の人数と役目は違う。ただし，

務める人はほとんど年輩者や経験の持ち主である。

福徳村の土地廟会は2日間続くのが一般的であ

る。正月27日の夕方から，村民は廟会の準備をし

表1

開催日（農耕暦） 場所／名称

正月15日 黒池鎮一三後廟会

正月28日 坊鎮福徳村一土地廟会

2月5日 坊鎮坤龍村一華佗廟会

|司家庄鎮南長益村一薬王孫思遡廟会

2月8H 坊鎮和陽村廟会

2月19日 新池鎮宋家庄廟会

3月3日 王村鎮南王村一玄武廟会

3月18日 知墜郷臨皐村一後土娘娘廟会

4月1H 海龍鎮一龍王廟会

黒池鎮南社一祖師廟会

6月15H 甘井鎮西牛庄一武帝廟廟会

6月十19H 新池鎮新家庄一後土娘娘廟会

7月1日,15日 王村鎮井溢村一武帝廟会

1月11H 坊鎮霊泉村一福山廟会

7月25H 洽川鎮一天柱山廟会

出所）筆者作成
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始める。廟会組合の構成員は廟の前に集合し，翌

日のために士地神の像，位牌，及び錦の旗蝋燭，

果物などの供え物をテーブルの上に置く。28日の

零時から，士地神の像の前に線香を立てること

(上香）はできるようになり，廟会が始まる。村

民は自発的に新粉細工を士地神の像の前に置き，

廟会組合の構成員からもらった線香を両手で持

ち，心の中に願望を唱えながら，3回額づく。

28日の朝の9時頃から，廟会は正式に開始す

る。廟の前，村人は買ってきた爆竹に火をつけ，

鳴らし終わってから，廟に入り，線香を立てる。

廟会組合の構成員は場面を賑わすため，廟の外で

舞踊をしたり，太鼓を叩く。地方の特色のある食

品を売る人が道の両側に店を並べ，商売をする。

道は臨時的な露天市場になったといえる。同時

に，廟の近くにある広場に，地方劇の劇団は準備

を整え，村人は椅子を広場まで持ち込み，地方劇

の鑑賞を準備する。廟の中，廟会組合の構成員は

士地神の像の両側に座り，雑談をしながら線香を

立てに来る人に，願望をかけるために必要な指導

をする。それに，願望をかける人の中，新粉細工

を持ってきた人は先に新粉細工を供え，土地神の

像が置かれたテーブルの下にある箱（功徳箱23）

に，誠意を表すための金（香火銭21）を入れたら，

線香をもらい，願望をかけながら，像に3回額づ

く。新粉細工を持っていない人は直接線香をもら

い，願望をかけ，像に3回額づく。ただし，金を

出すかどうかは決まりがなく，個人の経済能力に

よる。

12時頃から，合陽県提線木偶劇団により地方劇

｢鴛鴦楼」が上演される。調査当時では，去年の

廟会に,D氏は息子に子供が恵まれるように，士

地神に願望をかけた。翌年の2月,D氏に孫娘が

生まれたので，お礼参りをするため，個人で金を

出して，地方劇を一幕増やしてもらった。

地方劇は午後の5時頃まで演じられ，その後，

廟会組合の構成員及び村人は士地神に供えた果物

や新粉細工の一部を分け合い，残りの物はそのま

ま供える。

2-1-2坊鎮坤龍村一華佗廟会

坤龍村では，華佗25を祭祀するしきたりがある

が，華佗廟と呼ばれる建物は粗末で，廟内に華佗

の泥象とテーブル－つしかなかった。廟の近くに

ある部屋に住んでいる廟の衛生管理者雷氏(1936

年生まれ，男性）の話では，祭祀のしきたりに関

する文字の記載がないため，雷氏を含めて村人は

誰もその歴史的起源を言えなかった。しかし，村

人は華佗を神と敬い，華佗神と呼び，華佗廟は村

人の身の上の占いと病気の治療方を提供するとい

う機能を担っているといわれる。

普段，雷氏のほか，村人も不定期に自発的に華

佗廟を管理をしている。廟内ではおみくじの道具

が華佗の泥像の前にあるテーブルに置かれ，祈願

をしに来る村人はくじ引きをしてから，その解釈

を担当する人に聞く。占いの解釈と治療方が記載

されているものは一般的なノート帳であり，それ

は代々伝わってきたものと解釈を担当している人

に言われ，このノートに書いてあるものは誰が書

いたのか，いつから伝わってきたのかのようなこ

とは一切知らないようである。ただし，村人の中

に，何人かがひどい病気になり，西安の病院で治

療を受けても，治らなかったが，華佗廟でもらっ

た治療方の通りに漢方薬を飲んだら治った例が何

件もあったといわれた。しかし，この廟会には華

佗神のために行う奉納芝居は掛かっていなかっ

た。さらに，廟会の当日に，廟内には四人の村人

しかおらず，ほかにお参りに来る村人は見られな

かった。その理由は当日，天候が悪い上，廟の規

模も小さいからであると言われた。

2-1-3同家庄鎮南長益村一薬王孫思迩廟会

孫思遡（そんしばく）は唐の時代の医者，道士

であり，世界史上有名な医学者,薬物学者である。

中国では，孫思遡は「薬王」とも称され，多くの

中国人に「医神」と思われている。歴史では，孫

は映西省耀県の出身であるが,孫氏を祭る廟（｢薬

王廟」と呼ばれる）は耀県だけではなく，省内に

何箇所もあり，南長益村にもある。その理由に

ついては，歴史上南長益村には広範囲の癌疫26が
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起き，村民を救うため，孫氏は薬草を南長益村に

持ってきて，村民は災難から救われたという伝説

があるからであると村人が語っている。したがっ

て，孫氏は村の恩人であると南長益村の人にみら

れ，孫氏に感謝するために薬王廟を建てたと村の

廟会委員会会長王氏(1950年生まれ，男性）と地

方の民俗学者史氏が語った。

険西省では，孫思遡を祭るための祭祀活動が多

く，ほとんど旧暦の2月2日27に行われるが，南

長益村では，その祭祀が2月5日に行われている。

村人によると，その原因は「以前，村の経済状況

は非常に悪く，貧困な村と言われていた。他の地

方と同じ日に祭祀活動をしていた時期，村民とし

ては一年中に最も盛大で，賑やかな活動とされる

廟会は誰も見に来なかった。したがって，自分の

村をアピールするチャンスも失っていた。そのた

め，ある時期から（詳しくは説明できなかった）

薬王廟会は2月5日になった」と語った。

南長益村の薬王廟は文化大革命時期に前庭が破

壊され,2011年に再建された。その状況の上，貧

困だった村は廟会が行われなくなった。生活状況

が改善されてきた現在では，村をアピールするた

めに2014年にまた復活した。さらに,2014年11月

25日，中国住房と城郷建設部，文化部，文物局，財

政部，国土資源部，農業部，国家旅行局が公布し

た「第三批中国伝統村落名録」には，同家庄鎮南

長益村が登録された羽。2014年現地調査の当時，

写真1南長益村の薬王廟会の儀式

出所：南長益村の薬王廟前(2014.02.05 筆者撮影）

薬王廟会の規模は以前より大きく，廟会に参加す

る人は村人だけではなく，周辺の村人と遠いとこ

ろから来て商売をする人も多かった。

廟会の再開を祝うため，村は盛大なる儀式を

行った。

まず，儀式の前夜，村の広場に映画が上映され

ていた。

翌2月5日の朝9時頃，村民委員会の構成員は

廟の前に集まり，儀式が開幕した。特別に，委員

会の幹部X氏は孫思遡を記念するためのスピーチ

をした。その後，廟の両側に，銅鍵と太鼓が叩か

れ，爆竹が鳴らされ，儀式が開始した。先ず，年

長者計6名は廟の前へ移動し，孫氏の肖像画に

向かい，蝋燭を点し，酒を土に撒いてから，線香

に火をつけながら，お辞儀を3回した（写真l参

照)。次は，家族円満の夫婦計3組が代表として，

廟の前に三焼29と十碗飯犯と呼ばれる料理及び新

粉細工（写真2参照）を献上した。また，県の幹

部の代表一名は孫氏の肖像画に向かい，酒を士に

撒き，お辞儀を3回した。それから，村民委員会

の代表計6名が造花を孫氏の肖像画の前に献上し

た。儀式の最後に，村の元書記官は廟の前で祭文

を捧げた。その祭文には，廟会の復活宣言，孫子

の治績の宣伝，南長益村の今後の発展計画が内容

として盛り込まれていた。その後，元書記官は投

票の結果に基づき，村の仲睦まじい家族計3組，

長寿の老人計3人，優秀な嫁31計3人を表彰した。

写真2 南長益村の薬王廟会に用いられる新粉細工

出所：南長益村の薬王廟前(2014.02.05 筆者撮影）



ll2 人間社会環境研究第32号2016.9

写真3

■ｰ→｡→一

ｹ

一

・粍

L2芽

~

一

磯

南長益村の薬王廟会のパフォーマンス

､蕊鍾蕊蕊1

一

、、~h蕊舞
Lﾛ＝ Pー

蝿蕊
aX1

出所：薬王廟に大通り(2014.02.05筆者撮影）

唾

IIbL■-1

,』弦

_宴

熱

ll時頃から，村民代表計4組は廟の前から広場

まで，銅鍵と太鼓を敲きながら，舞踊をした（写

真3参照)｡この間，村民は自由に廟内に入り，

新粉細工．線香等の供え物を献上することができ

た。

午後1時頃から5時頃まで，村の広場に合陽県

劇団が地方劇「周仁回府」を上演した。

6時頃から，広場で映画「太行山上」が上映さ

れた。

2-1-4坊鎮和陽村廟会

和陽村の人口は約3千人であり，合陽県におい

て規模の大きい村の1つである。文献資料32及び

地方民俗学者史氏の口述によると,1645年（順治

2年）合陽県の代理県令である劉漢卿は侵入した

敵と闘い，和陽村の村民を救い，自らの命を失っ

たことがある。さらに，当時，劉氏の死体は道に

粘着し，移動されなかったが，年長者の1人は劉

氏が村の守り神になったので，これから劉氏を祀

るため，祠堂を建てるべきだと言い出したら，劉

氏の体を動かすことができるようになった伝説が

ある。それにより，劉氏の祠堂は毎日，人が祀り

に行くようになった。

昔，和陽村では一年に3つの大きな廟会があっ

た。それぞれは，2月8日の「観音廟会｣，正月

17日の「馬王廟会」及び,7月15日の「関帝廟会」

である。劉氏を祭る廟会はなかったが，年中行事

や廟会のある時期に．村民は必ず劉氏の祠堂にも

供えに行く。最初，村民は劉氏に対する崇拝と感

謝の気持ちを表すために劉氏を祀ったといわれる

が，村人は家庭円満，病気平癒，縁結び，出産安

産など様々な願望を叶えるためにも劉氏の祠堂に

祈願しに行くようになった。1958年に劉氏の祠堂

は小学校に改築されたため，廟会もなくなった

が,2001年の2月8日に，村民の要望に応じ，廟

会が復活し，同時に，劉氏と観音を同じ日に祀る

ようにとのことである。

現在,和陽村廟会は「二八文化祭」（二八文化節）

と呼ばれ，祭祀の活動は7日の昼の12時から9日

の夜まで続く。活動の内容は坊鎮福徳村の土地廟

会とあまり変わりがなく，以下のようになる。

7日に，村民は舞踊と太鼓のパフォーマンスを

してから，地方劇が広場で上演される。

8日に，舞踊のパフオーマンスをしてから，優

秀な村民を顕彰するための大会が開かれる。その

後，地方劇が広場で上演される。

9日に，村民は歌や舞踊のパフオーマンスして

から，広場で地方劇が上演される。

この3日間，広場の周囲に店を並べ，臨時的な

露天市場もある。

2-1-5王村鎮南王村一玄武廟会

道教は中国本土で生まれた宗教である。合陽県

において，道教文化の伝播は普遍であり，道教に

関する廟会は少なくない。合陽県において，神の

ために行う祭祀が「神奏」或いは「費」と呼ばれ，

神のためではない祭祀を「会」と呼ばれるしきた

りがある。そのうち，「会」は主に道教の神仙を

祭るために行われる行事であるといわれる。

南王村の廟会は玄武廟青石33殿で行われる。青

石殿は万暦32年(1604年)34に建てられ，映西省
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の唯一の青石で建造された物である。さらに，

1993年に玄武廟青石殿が狹西省の省レベルの有形

文化財（重点文物保護単位),2006年に国家レベ

ルの有形文化財（重点文物保護単位）であると定

められた。

青石殿の中に祭られるのは玄武大帝35であり，

殿の外側の東，北，西の3面に老子の物語が彫

刻されている。青石殿の下にある洞はそれぞれ

に，三清洞36,雷神洞37,薬王洞，玉皇洞銘，三官

洞39，三聖殿40である。筆者の観察では，廟会当

日に，参加する人は最初に青石殿を参拝し，下に

あるそれぞれの神に参るのが一般的である。そし

て，村人は道教，仏教や民間信仰の神を問わず，

できるだけ全部の神像の前に新粉細工を献上すれ

ば願望が叶うと考えている。最も縁起の良いこと

であるといわれている。

玄武廟会が行われる場所は狭い所にあり，広場

もないため，臨時的な露天市場はなく，その代わ

り，宗教を宣伝するチラシや本は無料で配布され

る。それに，参加する人はほとんど本村の人しか

いない。しかし，太鼓と舞踊のパフオーマンスは

なくてはならなく，村人は自発的に玄武廟の近く

にある空いている場所ですることが多い。さら

に，玄武廟会には映画の上映や地方劇の演出はな

<,1日間しか続かない。

2－2合陽県の廟会の種類及び特徴

本節は上述した廟会の実例をもとに，合陽県の

廟会の種類を分析し，さらに廟会の特徴を考察し

ていきたい。

2-2-1調査村の廟会の種類

前節に述べた廟会の実例からみると，合陽県の

廟会は年中行事のためにだけではなく，やはり村

人の宗教信仰，及び民間信仰に関連するものが多

い○

先ず，規模からみると，合陽県の廟会は村の規

模，経済力により相違する。前述したように，福

徳村の土地廟会，和陽村の廟会及び，南王村の玄

武廟会は中廟会に属し，南長益村の薬王廟会は大

廟会に属す。一方，坤龍村の華佗廟会は小廟会に

属すと言えるであろう。それに，廟会は必ずしも

毎年,1回行うわけではなく，何年かに1回行

う場合，及び1年に何回か行う場合がある。廟会

を行うためには，村民が自発的に寄付金を集めく

る。したがって，廟会の頻度は当年，村人と村の

経済状況によると言える。

また，合陽県の廟会の属性からみると，動物神

を祀る廟会は少なく，「天神｣，「入神｣，鬼神，仙

人のような「民間神」のために行う廟会が多いこ

とが分かった。その原因は関中地方において，豊

かな自然環境及び，豊富な文化項目の影響を受け

たためではないかと考えられる。一方，映西省農

村部の村において，薬王廟は多くあり，調査村に

も薬王廟と華佗廟がある。薬王孫思遡の出身地は

険西省であるという説のほか，この地域では，疫

病みが流行し，村人が薬王信仰と華佗信仰に救い

を求めた可能性もあるのではないかと考える。

さらに，調査村において，単一な人物や神を祭

祀するために行われる廟会は少なく，複数の宗教

と民間信仰，及び単一の宗教と民間信仰が相互的

に影響し合い，現在の合陽県の廟会が形成されて

きたと考える。

それに，廟会は時代の発展とともに，祭祀され

る対象，祭祀の内容，祭祀の形式も変化してきた。

和陽村廟会のように，最初は違った場所に祀られ

ていた神を1箇所に合祀し，同時に祀られ，廟会

を開くことは普通に村民に受け入れられた。さら

に，祀られる神の御利益が異なっていて，霊験が

あらたかであれば，村人は全般的に受け入れる傾

向があると考えられる。

2-2-2合陽県の廟会の特徴

合陽県において，村ごとの経済状況により，廟

会を行う村は多く，村民にとって，廟会は一年中

最も期待される盛大な行事であると考えられる。

一方，村にとって，廟会は村民の生活内容を豊か

にするイベントでもあるため，村の行政は廟会の

推進を援助する傾向がある。例えば，調査村の南

長益村の薬王廟は2010年に撮影し始めた中国の映



114 人間社会環境研究第32号2016.9

画『白鹿原』の取材地である上,2014年に公布し

た「第三批中国伝統村落名録」への登録申請が認

められるようにするため，村をアピールしなけれ

ばならないと南長益村の元党支部書記任氏(1962

年生まれ，男性）が語った。そのためにも，薬王

廟会は復活された。さらに，村委員会は村を新

たに建設するために約25万元を援助したと任氏は

言った4'。

それによって，合陽県の廟会は伝統的な要素と

いえる臨時的な露天市場，地方劇の上演，舞踊と

太鼓のパフオーマンスに限らず,映画の上映など，

娯楽的要素を加えるケースもある。

しかし，合陽県において，廟会の際に供物とさ

れる新粉細工は無くてはならないものである。

例えば，福徳村の土地廟会に用いられる新粉細

工は主に油輪42(YouLun)と神桃43(ShenTao)と

呼ばれる2種類のものがある。油輪の原料は小麦

粉と黒砂糖であり，それを練り粉に作られた後，

リングの形にされ，揚げられた甘い新粉細工であ

る。油輪は揚げられたものなので，より長い期間

で保存することが可能であり，冷たくなったもの

でも食べることができる。

関中地方において，油輪は白事44や神を祭祀す

る際に使用られるのが一般的である。合陽県にお

いて，白事の際に使われる新粉細工は基本的に色

を付けず，新粉細工本来の色を保つものが多い。

これらは，蒸されたもの或いは揚げたものが用い

られるのが特徴である。県内の各村のしきたりは

多少違うが，主に2種類の新粉細工が使用され

る。1種類は花献天蟆(HuaXianTianMo)であり，

もう1つは油輪である。

花献天蟆はまた献貼(XianTie)と呼ばれ，当

地の方言で献礫(XianDie)といわれるのが普遍

である。それは死者の一番親しい親戚が贈る新粉

細工であり，普通は2個が贈られる。花献天蟆の

台座とみられる部分は直径が25センチの大きい白

"'5(BaiMo)で，その上に，真ん中を鶴の形に

したやや大きな新粉細工を乗せ，その周りはより

小さい新粉細工（花，烏の形にしたものが多い）

が木の棒によって突き立てられており，これは天

(の神）に死者の亡霊を受け入れるようという願

いの象徴であるといわれる。

白事の際に使用される油輪は5セットであり，

1つのセットでは，9つのリング状の油輪が重ね

られた後になる。そのうち，下部の8個は横にな

る状態で重ねられ，上には1個の油輪が立ってい

る状態に下の油輪に挿される。村人によれば，油

輪がこのような形になる理由は死者の亡霊がより

うまく済度できるようにとの願いが入っているか

らだとのことである。

廟会の際に，神に祭祀するための油輪は祈願に

来る村人が持ってきたものなので，そのセットの

数は特定されていない。さらに,1セットの油輪

の個数は9個とll個の2種類があり（写真4参

照)，個数の多いほうを神に差し上げる村人はよ

り誠意を持っていると思われ，掛けた願いが叶う

可能性は大きいといわれる。

神に祭祀するための油輪は神の泥像の前にある

テーブルに置かれるのに対し，神桃は廟に入る時

にドアに一番近い場所の真ん中にあるテーブルに

置かれるのが普通である。

写真4和陽村廟会の劉氏の泥像

出所：和陽村の広場の東北方位に，劉氏の泥象が
置いてある部屋(2014.02.08筆者撮影）
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神桃も同じく祈願をしに来る村人が神に差し上

げる新粉細工であり,1セットは5つのシンプル

な形にした白蟆と一番上に飾られる「桃」という

漢字の形にしたものから組み合わせられる。この

場合，5つの白蟆は必ず下に3個，上に2個の形

式になる。

元来，福徳村の土地廟会は士地神を祀るための

祭りであったが，現在は子供を授かるために祈願

をしに来る人が多いといわれる。

坤龍村の華佗廟会に使用される新粉細工は油輪

と寿星鰻鈍(ShouXingHunTun)(写真5参照）

であり，福徳村の廟会にあったような神桃のかわ

りに，赤い点をつけた白饅が献上され，それは当

地の村人に神桃とも呼ばれる。

写真5坤龍村の華佗廟会の新粉細工

出所：坤龍村の華佗廟会(2014.02.05筆者撮影）

写真6和陽村廟会に用いられる新粉細工

鰯灘

出所：劉氏の泥象の前(2014.02.09筆者撮影）

南長益村の薬王廟会に用いられる新粉細工は油

輪ではなく，より綺麗な樵が用いられた。制作者

は村の委員会で選ばれ，最もよい新粉細工が作れ

る人といわれる。樵は合陽県において,新年の際，

子供の誕生，年長者の誕生日を祝う場合に用いら

れるが，形がより綺麗で縁起のよいものとみられ

るので，薬王廟会の際に使われた。

薬王孫思遡に供える樵は4つあり，本体に付け

られた装飾としたものは花と「妙」「術」「長」「存」

の文字であり，意味は孫思遡が村人にもたらした

幸福がとこしえに続くことである。さらに，祭祀

が終わってから，供えられた新粉細工は村の委員

会に持ち帰り，村の活動室に飾られたといわれた。

和陽村廟会の場合に供えられた新粉細工は献神

"(XianShenMo)であり，一番下に3つの白蟆

と対になる2つの白蟆が重ねられたものである

(写真6参照)。和陽村の献神饅は白蟆だけではな

く，その上に派手な装飾も飾られ，子供の形のほ

か，花，烏等もあった。

さらに，献神蟆の個数に定めはなく，村民自ら

持ってきたものであり，誠意を十分に持つ人は最

もよくできているものを持って，供えに来るとい

われる。

和陽村は大きな村であり，村の中に小学校があ

る。和陽村での調査により，簡単な新粉細工は見

られなかった。その原因は，村民は比較的文化活

動を重視し，廟会の際に用いられる新粉細工はよ

り綺麗な装飾が飾られるものしか出さないことに

あると考える。

南王村の場合では，青石殿の中に油輪（7個の

輪状新粉細工からなる）と鰻鈍が供えられた。そ

れに，縁起のよいものとみられる赤い糸及び，人

身安全，子供が健康であるようというお守りが塑

像前の神棚に掛けられ，人は自ら持ち帰ることが

可能である。青石殿以外に，ほとんどの供物は果

物，菓子とシンプルな銅鈍であった。さらに，一

切の装飾のない白蟆もあり，この現象は他の村に

見られることはなかった。
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S.おわりに

本稿では，筆者が実地調査を行った5件の廟会

の実例に基づき，現在渭南市農村部における廟会

の実態を明らかにした。

古代から，人間の神霊に対する崇拝の意識の発

展は廟の概念の確立を推進した。後漢時代から明

清時代まで，宗教活動と娯楽活動，文化活動，経

済活動の結合により，長い期間を経って，廟市と

廟会の言い方が現れ，廟会の形成は成熟した。廟

会の中心も神霊を畏敬一崇拝一感謝一祀るた

めの儀式から．神霊の祭祀，取引の進行，人と人

の感情の交流のための社会活動になってきた。廟

会についての研究の4つの発展段階からみれば，

迷信活動と定められた伝統的な廟会活動は文化，

政治的な規制があった時期にでも消滅せず，民間

で存続されたことが分かった。

特に，農村部の人々にとって，廟会は単なる仏

教，道教，儒教の宗教意識が具体的に表現される

活動というだけではなく，天地の神々，自然環境

を管轄する神々，動物神，人神，専業職業を管轄

する神々，さらに鬼神，仙人など，自然宗教を信

仰するために行われる活動の重要な方法と舞台で

ある。また，厄払い，子授け，功名と富貴を求め

るなどの目的により，廟会は単一な機能を持って

いるか，それぞれ多重の役割を果たしているから

こそ，渭南市農村部の人々の精神を支える文化で

あり，生活には不可欠な部分である。

渭南市の合陽県は古代から文士は多く，文化の

蓄積も厚い。そのため，合陽県において，文化活

動は頻繁に行われ，新粉細工，操り人形，紙細工

の発展は活発である。廟会の際に，参加者たちは

それぞれの伝統民芸を廟会の要素に転化し，伝統

的な民芸と廟会を結びつけた。そのうえ，仏教，

道教，儒教が共存している。従って，渭南市は宗

教・民間信仰・伝統民芸が融合できた複合型の廟

会文化である。

本稿に挙げた廟会の実例を踏まえて，現在合陽

県の廟会は規模からみると，小廟会，中廟会，大

廟会が行われている。廟会の属性は宗教に関わる

もののほか，民間神，動物神を祭祀するためのも

のもある。廟会の種類や様式等は様々あると考え

る。その原因はこの地方の人々は文化を最も重要

視をして，この地域から生まれた伝統的文化，民

間文学，操り人形や伝統劇「線腔」のような民間

芸術などに誇りを持ちながら，保護してきたから

ではないかと考える。

また，この5件の廟会のプロセスをみれば，合

陽県の廟会は新粉細工，地方劇，パフォーマン

ス，自由参拝という内容が不可欠である。このよ

うな形式の廟会は伝統的な廟会だと考える。加え

て，規模が異なった臨時的な露天市場と映画の上

映，もしくは薬王廟会のような行政が組織した村

民の集団的参拝，村人の表彰，県と村の方針の宣

伝という新しい内容を行う場合もある。現在，渭

南市の廟会は伝統的な廟会とその他の項目が混合

して，行われることがほとんどである。

2000年代から行政の援助等の原因に基づき，伝

統的な工芸，民芸品，及び郷士文化の復興傾向が

現れて以来，映西省の農村部において，廟会及び

廟会の重要な一部である新粉細工はより重要視さ

れるようになってきた。新粉細工の贈答は人と人

の日常的な交流の必要な手段となり，農村部及び

都市部の人々の文化的，精神的感情的な要望に

も応えられるものになったと考えられる。

さらに，合陽県の人々は元来，新粉細工を重要

視しているので，どの村でも廟会の際に新粉細工

を強調する現象が見られる。例えば，筆者はこの

5個所の行政の役人と村人にインタビューにした

結果からみると，廟会の際に使用きれる新粉細工

は当年度の村の経済状況が一定的に反映されてい

る。そのうえ，新粉細工のような文化要素の活用

は，行政にとって重要な業績評価指標であるとの

ことである。一方，新農村では，村人の生活が良

くなった結果，麻雀やギャンブルをする人が多く

なる傾向がみられる。そのため，行政は廟会の開

催，および廟会の際に伝統民芸の活用，とくに新

粉細工の活用を提唱している。同家庄鎮南長益村

の孫思遡廟会では，村の委員会は献上品の新粉細

工の製作者に奨励金として，新粉細工に使われる
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原料に相当の費用を提供している。ほかに，南長

益村の村人は自発的に甘井鎮の新粉細工の製作者

が開催した製作体験授業を積極的に参加している

と南長益村の製作者雷氏(1956年生まれ，女性）

が言った(2014年2月5日)。

村人にとって，献上される新粉細工は自分の腕

を全村の人に見せる方法である。製作者は廟会の

場で自分の作品と他人の新粉細工との比較を通し

て，製作技の交流ができるといわれた。一方，廟

会は製作者たちの競争意識が体現できる場でもあ

る。廟会活動と廟会文化の発展は行政側の援助や

推進と関わるが，村民たちも自らの積極的な姿勢

を見せたのではないかと考える。

さらに，合陽県の廟会の実態から，農村部の人

に対し，民間信仰の対象は単一なものではなく，

多元な，総合的な形に変容してきたことが分かっ

た。伝統的な儀礼及び年中行事も豊かな生活に伴

い，新たな容貌で再構築されつつある。いずれに

しても，時代と人間の要望に合わせたものであ

り，対立の立場に立っているものではなく，影響

し合って，融合し合いながら，発展していくので

ある。また，いずれにしても，人のより良い生活

に対する追求に応じられていると考えられる。

今後は，補足資料として，村の財政状況に関す

るデータを収集し,合陽県の廟会にだけではなく，

映西省において，廟会の変容及び，廟会と新粉細

工の関係について，研究を進めて行きたい。それ

に基づき，博士論文を整えたいと考える。

学報j青海師範2010年第32巻第4期7月,p.16

高占祥「論廟会文化」（上海文芸出版社1995.05)

張世職「明清時期中国民間寺廟文化初識」1990年

第4期,pp.45-52

黄帝：古代伝説上の帝王（紀元前2717年一紀元前

2599年）で，「三皇」の一である。

後漢時代：前25年一前220年。

春秋戦国時代：前770年一前221年の特定の歴史時

期であり，「東周」ともいう。

｢俗語一定日期，假廟宇為貿易市場，買販廃集，

謂之廟会」『辞海』（上海書局出版1936)

｢廟会亦称“廟市"，中国的集市形式之一。唐代巳

経存在在寺廟規定日期畢行。一般設在寺廟内或

其附近，故称．‘廟会，.｡」「辞海』（上海書局出版

1962）

趙世職「明清吋期隼北廟会研究」「歴史研究」

1992,p.ll8

例えば，北京の「天橋」も廟会と総称するのが一

般である。

高占祥｢民俗民風的縮影｣高占祥主編『論廟会文化』

(北京文化芸術出版社1992)pp.1-2

高有鵬読芳「中原民間廟会文化簡論」『民俗研究』

1996(2)

県城一県政府所在地を指す。

日中為市：「日中為市，致天下之民，聚天下之貨，

交易而退，各得其所｣－『易経・繋辞下』。

上廟市：峡西省方言の言い方。

迩市：関中地方の言い方。

眼会：関中地方の言い方。

詩経：中国最古の詩篇である。儒教の基本経典・

五経或いは十三経の一・関碓：詩経の国風の周南

の最初の詩，男女の恋を詠った詩である。最も有

名な名句は：「関関碓鳩，在河之洲窃窕淑女，君

子好述」（｢関関たる碓鳩は河の洲にあり窃窕

たる淑女は君子の好き述なり」）であり，意味

は仲睦まじく鳴きあうミサゴの夫婦が川の中ほど

にたわむれている。奥ゆかしく麗しい女性は君子

の妻にふさわしい。

史耀増「天工巧奪的合陽麺花芸術』「民間・合陽

麺花』002期（民間雑誌社2011)pp.8-9

党鳴等「合陽県誌(1991-2005)｣(映西人民出版

社2014)pp.186-188

木材か金属で作られた箱，村人は功徳を積むため，

中にお金を入れる。

｢功徳箱」に入れられた金は「香火銭」と呼ばれ，
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【注】

l顧頷剛「妙峰山」（民俗学会叢書之十八1928.09)

pp.1007-1009,1020-1065

2張天虹「従市到場一唐代長安廟会的興起与坊市

制度的破壊」『首都師範大学学報・社会科学版』

2010第6期pp.30-31

3劉鉄梁「廟会類型与民俗宗教的実践模式一以安国

薬王廟為例」『民間文化論壇』2005.06pp.12-14

4王作良「簡論廟会与中国農耕文明的関係」『大学

22

23

24
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意味は線香を買う分の金である。

25華佗は中国の後漢末期の薬学，医学の領域に才能

を持つ伝説的な医師である。

26急性の伝染性感染症の総称である。

27廟会が2月2日に行われる原因を地方の民俗学者及

Url0人の村人に聞いたが,分かる人はいなかった。

2月2日に南長益村と近い村は古会を行うので，

その日を避けて，他の村の人の注目を集めるため

に，この日に定めたと言われている。

28映西三秦網http://www.sanqin.com/2014/1208/

67104.shtml(2014.12.08)及び，中国人民政府・政

府門戸網http://www.heyang.gov.cn/infO/1019/

25599.htm(2014.12.23)を参考

29魚，鶏肉，豚肉で作った料理であり，行事の際に

しか出せないと言われる。

30当地において，貴賓を招待する際に出す十種類の

料理である。

31ここでは息子の妻を指している。

32史耀増「合陽県和陽村信仰調査」『合陽民間俗語

里的民俗』（天馬出版有限公司2013.10.15)pp､441

-451を参考。この論文は2012年9月内モンゴル

で中国民俗学会2012年年会に発表され,2012年5

月「宝鶏文理学院院報・社会科学版』第5期に掲

載された。

33建築や碑に用いる黒い石である

34党鳴等『合陽県誌(1991-2005)j(映西人民出版社

2014)p.197を参考

35中国古代の神話の中に,北方を代表する神である。

36「玉清」「上清」「太清」であり，道教の中に最も

尊敬される神である。

37道教では，雷の神は悪と罪を処罰する神だと思わ

れている。

38道教の最高神であり，天帝と呼ばれる。

39それぞれは，中天官，右地官左水官である。中

天官は幸福を賜る神であり，右地官は罪を許す神

であり，左水官は厄を除き去る神である。

40仏教の神である。

41「合陽県南長益村打造郷土文明思景図」中国人民政

府門戸http://www.heyang.gov.cn/info/1019/2

5599.htm(2014.12.23)という文章に，「村民は自

発的に薬王廟の修繕費を14万元出資した。村委員

会は銅鍵と太鼓，舞踊のチームを組織するために

8万元を援助し，30人の薬王文化組委員会を成立

するために16万元を援助した」という内容で検証

できる。

42当地の村人は「油輪」を「YouLin」と言い，
リンリン

「輪輪」(LinLin)と略称する。

43当地の村人は「神桃」を「桃桃」と略称する場合

が多い。形は桃に見えると村人が強調したが，筆

者はそれが曲がっている蛇に似ていると考える。

44中国人は「白事｣，即ち天寿を全うすることと理

解し，「喜葬」とも呼ぶ。

45色や装飾のない新粉細工である。
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